
平成 30 年 5 月 16 日庁議資料 

総 務 部 （ 危 機 管 理 室 ） 

高潮浸水想定区域図の公表に伴う対応について 

  

都は、平成 27 年５月の水防法改正に基づき、想定し得る最大規模の高潮による氾濫が発生した

場合に生じる浸水が想定される区域を示した図（高潮浸水想定区域図）を初めて作成し、平成 30

年３月に公表した。 

今後、都の高潮特別警戒水位の決定を待って、気象情報等の伝達方法や避難所等を記載した高

潮ハザードマップを作成し、区民周知を行う。 

なお、高潮浸水想定区域図に示された被害の発生する確率は、1,000 年から 5,000 年に 1 度起

きる確率とされている。 

 

１ 公表された資料 

(1) 東京都高潮浸水想定区域図〔想定最大規模〕（浸水深） 

(2) 東京都高潮浸水想定区域図〔想定最大規模〕（浸水継続時間） 

⇒(1)(2)の詳細な資料については、以下のファイルに保存してあります。 

O:\業務文書\組織別\10-総務部\103500 防災課\高潮浸水想定区域図確認 

 

２ シミュレーションの主な特徴 

(1) 想定する台風の規模 

中心気圧：910hPa（室戸台風級を想定） 

移動速度：73km/h（伊勢湾台風級を想定、台風経路上で一定速度） 

(2) 想定する台風の経路 

東京湾において潮位偏差が最大となるよう、過去に東京湾で大きな潮位偏差を生じた台風

や、全国的に大きな被害をもたらした台風を参考として、大正６年台風、キティ台風、伊勢

湾台風の３方向の台風コースを選定した。 

※潮位偏差とは 

天体の動きから算出した「天文潮位（推算潮位）」と、気象等の影響を受けた実際の潮位と

の差（ずれ）をいう。 

(3) 海岸保全施設等 

平成 29 年３月末時点の高潮対策施設、洪水調整施設等の整備状況をもとにしている。 

 

３ 本区への影響範囲 

(1) 浸水想定区域 

後楽、水道、関口、目白台の一部の地域では、浸水被害の発生が見込まれ、特に関口一丁

目の一部においては、浸水深５ｍ以上の被害が想定されている。 

(2) 浸水継続時間 

後楽、水道の一部の地域においては、浸水継続時間が１週間以上と想定されている。 

 

４ 今後の対応（予定） 

・平成 30年５月 21日（月）・23 日（水） 地域防災計画検討委員会・部会にて説明 

・平成 30年６月 11日（月） 災害対策調査特別委員会報告 

・平成 30年６月～７月 関係町会に高潮浸水想定区域図を周知 

・都の高潮特別警戒水位の決定後、高潮ハザードマップ作成 





 

 

 





 

                                   


	高潮浸水想定区域図（深さ）A3-144dpi
	高潮浸水想定区域図（時間）A3-144dpi

